るので はなくて、 直接に その 「人」 から 来る。 この間 

の 秘密 を、 アンドレ. ジ イド は 他事に 託して 云って い 

る。 —— 

文学に 於いて、 自己 を 怖れる と は、 何とい うば 

かげた ことであろう。 自己 を 語る こと、 自己に 関 

心 を 持つ こと、 自己 を 示す こと を、 怖れる と は。 

(フ 口— ベルの 苦難の 行の 必要 は、 彼に、 この 偽れ 

る悲 むべき 効果 を 考え出させ たので ある。) 

パスカル は、 モンテ— ニュ に、 己 を 語る と 云つ 

て 叱責した。 そして それ を 滑稽な 痒が り だとした。 



しかし、 彼 自ら、 自分の 意に 反して、 そういう こ 

と をした 時 ほど、 彼が 偉大であった こと はない。 

彼が こう 書く とする。 「キリスト は 人の ために 自 

分の 血 を 流した ごと。 その 彼の 言葉 は、 何等の 効 

果をも 持たず して 落ちる。 だが、 「私 は」 という 言 

葉が はいって 来る や 否や、 すべて は 生きて くる。 

そして この 神が 彼の 許に 来るならば、 彼 を 君 僕で 

呼ぶ だろう。 「僕 は、 君の ために、 こんなに 血 を 流 

した ご と。 この 特別の 血 を、 君の ために、 ブレ— 

ズ. パスカルよ …… 。 そうすれば、 我々 の 誰でも 

が、 この 讃 うべき 君 僕の 言葉 使いに、 己が 理解 さ 
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